
令和４年度  第８号 

令和４年１１月１８日 

古河市立上辺見小学校 

児童数   ３７４名 
「みんなで創ろう 一人一人（児童 保護者 教職員）が☆きらり輝く 上辺見小」 

－ 夢をはぐくむ、子どもが主役の楽しい学校 「元気」「やる気」「勇気」 － 
 

  

暦の上では１１月７日が立冬。日に日に朝晩の冷え込みを感じているうちに、いよいよ冬の到来で

す。今年の冬は、新型コロナ感染症に加えてインフルエンザの感染拡大も心配されています。行動制

限が大幅に緩和されている中、お互いにできる範囲での健康管理の強化に努めていきたいものです。 

さて、上辺見小学校では、秋の“遠足・修学旅行シーズン”が終了しました。今号では、前号でお

知らせしたとおり、４年生の遠足と６年生の修学旅行について紹介いたします  
  

  

10月 12日（水）・13日（木） ６年生修学旅行【鎌倉・箱根方面】 
     

今年度は、３年ぶりに、鎌倉・箱根方面への宿泊を伴う修学旅行を実施することができました。２
日間学校を離れ、古都・鎌倉や城下町・小田原の歴史、箱根の自然にふれたり、友達との友情や協調
性、責任感等を高め合ったりしながら、小学校生活の忘れられない思い出をつくっていました。 
 

10月 21日（金） ４年生遠足【アクアワールド大洗】 

 

グループの友達
と広い館内を探索
しながら、海や川
等にすむ様々な生
き物を熱心に観察
しました。また、迫
力満点のイルカシ
ョーも存分に楽し
みました。 

 

10月 19日（水）・27日（木） 食育指導（１・２年生） 

  

 古河第四小学校から、栄養教
諭の関根恵理子先生をお迎え
し、１年生は「給食」、２年生は
「野菜の秘密」をテーマにご指
導をいただきました。豊富な写
真やイラスト、実物の野菜等を
用いた、視覚的でわかりやすい
内容で、児童は積極的に学習に
参加していました。 

 

10月 26日（水） 性教育講話（５・６年生） 

 

本校ＰＴＡ本部の書記で「出張専門
助産所お結び」の助産師である栗島結
花先生を講師にお迎えし、５年生は「男
女の発達の違い」、６年生は「人の誕生」
をテーマにご指導をいただきました。
自らの身体に起こる変化や事象、男女
相互の思いやり等に関する丁寧なお話
で、児童は自分事ととらえながら集中
して耳を傾けていました。 

  

 

 

１２月の行事予定 ※予定ですので、変更が生じる可能性があります。 

１(木) 校内持久走大会予備日 

５(月) 委員会活動 

１４(水) 家庭教育学級第３回学習会 

「ポーセラーツ教室」 

１４(水) 授業参観〈１・３・５年〉 

１５(木) 授業参観〈２・４・６年〉 

１６(金) ＰＴＡ研修視察 

２１(水) 大そうじ 

２３(金) 第２学期終業式 

２６(月) 冬季休業日〈～1/6(金)〉 

２７(火) 学校閉庁日〈～12/28(水)〉 

※12/29(木)～1/3(火)は、年末年始の休日 

※学校だよりは、学校ＨＰ上にカラーで掲載します。 

文部科学大臣メッセージ 

9月 14日（水） 保護者、学校関係者、地域の皆さまへ 「児童虐待の根絶に向けて ～地域全体で子供たちを見守り育てるために～」 
○ １１月は児童虐待防止推進月間です。子供たちへの虐待は、児童相談所の相談対応件数（速報値）が過去最多を更新、高止まりしてお
り、極めて深刻な状況です。児童虐待により子供たちが傷つき、亡くなるようなことは、何としても無くさなければなりません。 

○ 虐待は、しつけとは違い、子供の成長と人格形成に深刻な影響を与えます。殴る、蹴るといった目に見える身体的虐待だけではなく、
食事を与えない、放置する等のネグレクト、言葉によっておどかす、無視する等の心理的虐待、性的虐待など様々な形で行われます。 

○ 保護者の皆さま、親子の未来を守るため、大切なお子さまの健やかな成長のため、「虐待はしない」と誓ってください。心に余裕がな
い時はストレスの解消など、皆さま自身が休むことも大切です。子育てに不安や悩みがある時には、一人で抱え込まずに身近な人に相
談したり、自治体の相談窓口等を頼ったりしてください。 

○ 学校関係者の皆さま、日頃から子供たちと接する中で、児童虐待と疑われる事案に気付いた際は、速やかにチームとして対応し、市町
村や児童相談所に通告するとともに、関係機関と連携して対応してください。 

○ 地域の皆さま、是非、子供や保護者の様子に関心を持って見守ってください。みなさまの声かけや日頃からのつながりが、保護者の
不安軽減にもつながります。そして、子供の衣服や体がいつも汚れている、保護者が子育てに無関心であるなど虐待が疑われるサイン
に気付いた際は、ためらわずに最寄りの児童相談所に繋がる全国共通ダイヤル「189」（“いちはやく”）に相談・通告してください。 

○ 児童虐待の防止には、家庭・学校・地域が一丸となって子供たちを見守り、育てる体制づくりが重要です。文部科学省としても、関係省
庁とともに取組を推進してまいります。皆さまの御理解と御協力を心からお願い申し上げます。 

令和４年１１月 文部科学大臣 永岡桂子 


